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中
央
ア
ジ
ア＊

1

の
平
原
を
疾
走
す
る
機
関
車
。
車
窓
か
ら
見
え
る
モ

ノ
ク
ロ
の
景
色
の
中
、
た
て
が
み
を
風
に
躍
ら
せ
な
が
ら
機
関
車
を

悠
然
と
追
い
抜
い
て
ゆ
く
野
生
の
馬
の
群
れ
。
土
を
食
べ
る
と
い
う

奇
妙
な
ク
セ
を
持
つ
愛
ら
し
い
少
年
と
、
そ
の
少
年
を
見
守
る
兄
。

「
ソ
連
映
画
」
で
は
な
く
「
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
映
画
」
と
し
て
日
本
に

初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
そ
ん
な
映
画
だ
っ
た
。
バ
フ
テ
ィ
ヤ

ル
・
フ
ド
イ
ナ
ザ
ー
ロ
フ
監
督
の
『
少
年
、
機
関
車
に
乗
る
』
で
あ

る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
映
画
祭
や
ト
リ
ノ
映
画
祭
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得

の
ほ
か
、
有
名
な
国
際
映
画
祭
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
こ
の
映
画

は
、
日
本
の
映
画
フ
ァ
ン
に
も
強
い
印
象
を
与
え
た
。

ソ
連
崩
壊
と
内
戦

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
（
以
下
、「
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
」）
は
、
一
九

九
一
年
九
月
に
共
和
国
独
立
を
宣
言
、
一
二
月
の
ソ
連
崩
壊
に
伴
っ

て
独
立
国
と
し
て
国
際
社
会
に
認
め
ら
れ
た
若
い
国
で
あ
る
。
先
に

挙
げ
た
『
少
年
、
機
関
車
に
乗
る
』
は
一
九
九
一
年
の
制
作
で
、
実

質
的
に
は
ソ
連
の
体
制
下
で
作
ら
れ
た
映
画
だ
。
ソ
連
は
国
策
と
し

て
映
画
制
作
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
人
材
も
資
金
も
（
そ
し
て
ノ

ル
マ
も
）
備
わ
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
旧
ソ
連
諸
国
の
中
で
最
貧
国
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
に
は
、

ソ
連
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
文
化
政
策
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
資
金
は

当
然
な
が
ら
な
く＊

２

、
し
か
も
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
間
も
な
く
内
戦
に
突

入
す
る
。
独
立
後
ほ
ど
な
く
し
て
国
家
建
設
の
方
向
性
と
政
権
・
利

権
の
掌
握
を
め
ぐ
っ
て
国
内
に
大
き
な
対
立
が
起
こ
り
、
一
九
九
二

年
五
月
に
は
そ
れ
が
武
力
衝
突
、
そ
し
て
内
戦
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
。
一
九
九
七
年
に
停
戦
合
意
に
至
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
、
国
連
Ｐ

Ｋ
Ｏ
の
政
務
官
と
し
て
現
地
に
赴
い
た
中
央
ア
ジ
ア
の
若
手
有
力
研

究
者
の
一
人
、
秋
野
豊
氏
が
凶
弾
に
倒
れ
た
こ
と
は
日
本
で
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
一
九
九
一
年
当
時
制
作
途

中
だ
っ
た
映
画
の
多
く
が
仕
上
げ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
映
画
監
督
や
俳

優
た
ち
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
国
内
で
引
き
続
き
活
躍
す
る
こ
と
は
困
難

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
・
ウ
ス
モ
ノ
フ
監

学
習
』…
…
①Borat

、
②
ラ
リ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
、
③
二
〇
〇
六
年
、

④
ア
メ
リ
カ
、
⑤
英
語
、
⑥
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
藤
本
透
子
（
ふ
じ
も
と
・
と
う
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
国
立
民
族
学
博
物
館
民
族
文
化
研
究
部
・
助
教
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
七
五
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
、
秋
田
県
育
ち
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
文
化
人
類
学
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
、
京
都
大
学
大
学

院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程
（
文
化
・
地
域
環
境
学
専
攻
）、

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程
（
環
境
相
関
研
究

専
攻
）、
人
間
・
環
境
学
博
士
（
二
〇
一
〇
年
）。

⑥
職
歴
…
…
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
学
研
究
科
研
修
員
、
国
立
民
族
学
博
物
館
先
端
人
類
科
学
研
究

部
・
機
関
研
究
員
を
経
て
現
職
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
（
一
九
九
八
年
に
初
め
て
訪
れ
、

一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
五
年
に
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
教
育
科
学
省
管
轄
Ｒ
．
Ｂ
．
ス
レ
イ
メ
ノ
フ
東
洋
学
研
究
所
に

外
国
人
研
究
生
・
研
究
員
と
し
て
留
学
。
滞
在
年
数
は
延
べ
約
四
年
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
多
民
族
都
市
ア
ル
マ
ト
ゥ
で
は
ロ
シ
ア
語
話
者
カ
ザ
フ

人
の
世
帯
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
北
部
の
村
落
で
は
カ
ザ
フ
語
話
者
の
世

帯
に
お
世
話
に
な
り
、
日
々
の
暮
ら
し
を
学
び
な
が
ら
社
会
・
文
化
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
文
化
人
類
学
会
、
日
本
中
央
ア
ジ
ア
学
会
、
日
本

中
東
学
会
、
ア
メ
リ
カ
人
類
学
会
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
・
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
独

立
と
、
二
〇
〇
一
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
。
前
者
に
よ
っ
て
、
外

国
人
に
よ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
人
類
学
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
後
者
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
含
め
中
央
ア
ジ
ア
の

イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
に
根
差
し
た
視
点
か
ら
よ
り
深
く
知

り
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
岩
崎
一
郎
・
宇
山
智
彦
・
小
松
久
男
編
著
『
現
代
中
央

ア
ジ
ア
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
ト
ル
パ
ン
』（
原
題
『T

ulpan

』、
セ
ル
ゲ

イ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
イ
監
督
、
二
〇
〇
八
年
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）。

ロシアへの複雑な思い

岡田晃枝

【タジキスタン】
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現
在
で
は
、
小
国
の
側
が
複
数
の
大
国
の
関
心
を
天
秤
に
か
け
て
う

ま
く
援
助
を
引
き
だ
し
て
い
る
、
つ
ま
り
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
の
外

交
の
主
体
性
に
も
注
目
し
た
見
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
と
く

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
麻
薬
流
出
の
最
大
の
ル
ー
ト
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
欧
米
も
ロ
シ
ア
も
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
を
見
捨
て
る
こ
と
は

想
定
で
き
な
い
。
今
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
の
変
化
、
と
く
に

米
軍
の
撤
退
に
よ
る
地
域
全
体
の
治
安
の
悪
化
の
可
能
性
を
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
が
ど
の
よ
う
に
外
交
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
し
て
ゆ
く
か
が
注

目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
ま
た
映
画
に
も
ど
ろ
う
。『
コ
シ
ュ
・
バ
・
コ
シ
ュ
』
の

主
人
公
ミ
ラ
は
、
母
の
住
む
モ
ス
ク
ワ
か
ら
父
の
住
む
ド
ゥ
シ
ャ
ン

ベ
に
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
女
性
で
あ
る
。
こ
の
先
進
的
な
教
育

を
受
け
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
髪
型
も
洗
練
さ
れ
た
「
モ
ス
ク
ワ
帰

り
」
の
娘
が
父
親
が
博
打
で
作
っ
た
借
金
の
か
た
に
取
ら
れ
そ
う
に

な
る
と
こ
ろ
か
ら
ド
ラ
マ
は
は
じ
ま
る
。
当
然
、
娘
を
自
分
の
モ
ノ

と
し
て
扱
う
よ
う
な
非
道
な
仕
打
ち
に
ミ
ラ
は
激
怒
し
、
父
親
に
強

く
反
発
す
る
。
彼
女
に
強
く
惹
か
れ
る
地
元
の
青
年
ダ
レ
ル
（
も
う

一
方
の
主
人
公
）
は
、
非
常
に
強
い
家
父
長
制
と
男
尊
女
卑
の
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
社
会
で
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
た
め
、
愛
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
女
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
憧
れ
、
惹
か
れ
、
手
を
伸
ば
す
け
れ
ど
別
世
界
。
そ
れ
が

ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
か
ら
見
た
モ
ス
ク
ワ
だ
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
ロ
シ
ア
人
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
映
画
が
あ

る
。『
ト
ゥ
ル
ー
・
ヌ
ー
ン
』
で
あ
る
。
こ
の
映
画
を
監
督
し
た
の

は
、
フ
ド
イ
ナ
ザ
ー
ロ
フ
監
督
の
も
と
で
助
監
督
と
し
て
映
画
作
り

に
関
わ
る
な
ど
し
て
き
た
ノ
シ
ー
ル
・
サ
イ
ー
ド
フ
で
、
こ
れ
が
自

ら
監
督
を
務
め
る
初
め
て
の
長
編
映
画
と
な
る
。
ソ
連
崩
壊
前
後
の

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
の
村
が
舞
台
で
、
病
院
や
学
校
な
ど
の

公
的
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
を
共
有
し
、
頻
繁
に
行
き
来
し
て
き
た

二
つ
の
村
、「
上
」
サ
フ
ェ
ド
村
と
「
下
」
サ
フ
ェ
ド
村
の
間
に
、

村
人
た
ち
が
状
況
を
把
握
で
き
な
い
ま
ま
に
国
境
が
設
け
ら
れ
て
し

ま
う
。「
上
」
村
に
住
む
ニ
ル
フ
ァ
は
、「
下
」
村
に
住
む
ア
ジ
ズ
に

嫁
ぐ
日
を
目
前
に
し
て
い
た
。
し
か
し
国
境
に
は
鉄
条
網
が
施
さ

れ
、
そ
れ
を
破
っ
て
行
き
来
し
よ
う
と
す
る
村
人
を
止
め
る
た
め

に
、
軍
は
地
雷
ま
で
持
ち
出
し
た
。
こ
こ
で
ニ
ル
フ
ァ
を
支
え
、
彼

女
が
無
事
に
嫁
げ
る
よ
う
に
手
助
け
し
た
の
は
、
彼
女
が
働
く
気
象

観
測
所
に
駐
在
し
て
い
る
ロ
シ
ア
人
キ
リ
ル
で
あ
っ
た
。

『
コ
シ
ュ
・
バ
・
コ
シ
ュ
』
の
ミ
ラ
に
対
す
る
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
の

人
々
と
同
じ
く
、『
ト
ゥ
ル
ー
・
ヌ
ー
ン
』
の
中
に
は
キ
リ
ル
の
も

と
で
働
く
ニ
ル
フ
ァ
を
「
ロ
シ
ア
か
ぶ
れ
」
な
ど
と
評
し
て
奇
人
扱

い
す
る
人
も
い
る
。
キ
リ
ル
を
あ
か
ら
さ
ま
に
よ
そ
者
扱
い
す
る
人

も
い
る
。
し
か
し
も
う
一
方
で
、
た
と
え
ば
ニ
ル
フ
ァ
の
父
親
は
、

ロ
バ
や
馬
が
主
な
交
通
手
段
で
あ
る
村
の
中
で
バ
イ
ク
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
自
慢
で
あ
り
な
が
ら
、
ご
く
初
歩
的
な
修
理
も
で
き
ず
、

調
子
が
悪
く
な
っ
た
ら
キ
リ
ル
に
頼
ん
で
直
し
て
も
ら
う
な
ど
、
村

人
た
ち
は
技
術
的
な
（
鉄
条
網
を
切
る
と
い
っ
た
も
の
も
含
め
て
）

督
の
短
編
映
画
『
井
戸
』
が
そ
う
だ
。
彼
が
モ
ス
ク
ワ
で
と
も
に
映

画
を
学
ん
だ
韓
国
の
ミ
ン
・
ビ
ョ
ン
フ
ン
監
督
と
と
も
に
一
九
九
八

年
に
制
作
し
た
『
蜂
の
飛
行
』
が
世
界
で
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
資
金
で
二
〇
〇
〇
年
に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
ウ
ス
モ

ノ
フ
監
督
は
、
そ
の
後
、『
右
肩
の
天
使
』（
二
〇
〇
二
）、『
天
国
へ

行
く
に
は
ま
ず
死
す
べ
し
』（
二
〇
〇
六
）
と
秀
作
を
快
調
に
世
に

送
り
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
少
数
の
映
画
人
た
ち
は
努
力
を
続
け
、
珠
玉
の
映
画
の

数
々
を
生
み
出
す
。『
少
年
、
機
関
車
に
乗
る
』
の
フ
ド
イ
ナ
ザ
ー

ロ
フ
監
督
は
、
内
戦
の
さ
な
か
に
『
コ
シ
ュ
・
バ
・
コ
シ
ュ
：
恋
は

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
』
を
制
作
し
た
。
荒
廃
し
た
首
都
ド
ゥ

シ
ャ
ン
ベ
で
博
打
に
興
じ
る
男
た
ち
。
バ
ッ
ク
に
こ
だ
ま
す
る
乾
い

た
銃
声
や
、
川
を
流
れ
て
く
る
迷
彩
服
を
着
た
死
体
は
、
の
っ
け
か

ら
「
非
常
事
態
」
を
印
象
づ
け
る
。
し
だ
い
に
激
し
く
な
る
内
戦
を

背
景
に
し
な
が
ら
も
、
こ
の
映
画
の
中
心
人
物
た
ち
は
戦
闘
に
は
参

加
し
て
い
な
い
市
民
で
あ
り
、
主
題
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
操
縦
士
と

モ
ス
ク
ワ
帰
り
の
洗
練
さ
れ
た
女
性
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
で
あ
る
。
フ

ド
イ
ナ
ザ
ー
ロ
フ
監
督
は
、
内
戦
終
結
後
の
一
九
九
九
年
に
フ
ェ
ル

ガ
ナ
盆
地
に
幻
想
的
な
セ
ッ
ト
を
組
み
あ
げ
て
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で

制
作
し
た
『
ル
ナ
・
パ
パ
』
で
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
拠
点
と
し
て
、
そ
の
後
も
活
躍
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
と
ロ
シ
ア
人
―
―
屈
折
す
る
思
い

『
コ
シ
ュ
・
バ
・
コ
シ
ュ
』
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
、「
ロ
シ
ア
二
〇

一
部
隊＊

３

」
へ
の
謝
辞
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
夜
間
の
砲
撃
な
ど
、
い

く
つ
か
の
シ
ー
ン
は
実
際
の
戦
闘
を
撮
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
展
開

中
の
軍
に
協
力
し
て
再
現
し
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
と
い
う＊

４

。
内
戦
勃

発
時
に
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
に
展
開
し
て
い
た
同
師
団
は
、
内
戦
に
お
い

て
平
和
創
設
、
平
和
維
持
の
役
割
を
果
た
し
た＊

５

。
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
非
常
に
長
い
国
境
を
接
し
て
お
り
、
ソ
連
時
代

は
そ
の
国
境
を
「
ソ
連
軍
」
が
守
っ
て
い
た
。
軍
事
的
に
非
常
に
守

り
に
く
い
険
し
い
山
地
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
お
り
、
人
口
も
少
な

く
経
済
的
に
も
困
窮
し
、
さ
ら
に
内
戦
で
疲
弊
し
た
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

に
は
、「
ソ
連
軍
」
を
引
き
継
い
だ
「
ロ
シ
ア
軍
」
を
撤
退
さ
せ
て

自
前
の
軍
だ
け
で
そ
の
国
境
を
守
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
は
、
首
都
の
警
備
も
含
め
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
軍
事
的
な
協

力
を
得
ざ
る
を
え
な
い＊

６

。
小
さ
な
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て
、

ロ
シ
ア
と
の
関
係
は
プ
ラ
ス
の
意
味
で
も
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
も
非

常
に
重
要
で
あ
る
。

ソ
連
崩
壊
直
後
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
と
、
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ

ン
大
統
領
の
「
近
い
外
国
」
政
策＊

７

、
そ
し
て
ロ
シ
ア
に
代
わ
っ
て
中

央
ア
ジ
ア
に
関
心
を
示
す
中
国
、
米
国
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
等
の
大

国
の
思
惑
を
指
す
の
に
、「
新
し
い
グ
レ
ー
ト
ゲ
ー
ム
」
の
よ
う
な

表
現
が
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
大
国
が
中
央
ア
ジ
ア
を
場
と

し
て
勢
力
圏
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
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く
り
を
始
め
て
一
五
年
が
経
っ
た
。
い
っ
た
ん
は
反
体
制
派
を
含
め

た
民
主
的
な
政
府
・
議
会
を
作
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
目
に

見
え
て
ラ
フ
モ
ン
大
統
領
の
出
身
地
域
の
人
々
に
よ
る
地
位
の
独
占

が
増
え
て
き
て
い
る
。
内
戦
後
し
ば
ら
く
の
「
民
主
的
」
傾
向
は
政

府
に
よ
る
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
だ
っ
た
と
い
う
人
た
ち
も
い
る
。
今
年

の
終
戦
記
念
日
の
新
聞
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、「
あ
の
停
戦
合
意
は

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
特
集
を
組
ん
で
い

る
。
独
裁
者
を
強
烈
に
風
刺
し
た
ア
メ
リ
カ
の
コ
メ
デ
ィ
、
サ

シ
ャ
・
コ
ー
エ
ン
の
『
デ
ィ
ク
テ
ー
タ
ー
：
身
元
不
明
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
』
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
も
上
映
禁
止
と
な
っ
た
。
映
画
に
描

か
れ
て
い
る
よ
う
な
純
朴
で
不
器
用
な
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
が
、

そ
の
後
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る

の
か
が
気
に
か
か
る
。

◉
注

＊	

１	

「
中
央
ア
ジ
ア
」
の
定
義
は
一
様
で
な
く
、
ロ
シ
ア
の
南
部
か
ら
モ

ン
ゴ
ル
全
土
、
中
国
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
イ
ン
ド
北
部
ま
で
の

広
大
な
地
域
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
代
表
的
な
定
義
で
あ
る

旧
ソ
連
の
中
の
五
か
国
、
つ
ま
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
を
指
す
言
葉

と
し
て
用
い
る
。

＊	

２	

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
、
旧
ソ
連
の
中
で
最
貧
国
で
あ
る
。
世
界
銀
行

の
二
〇
一
一
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
同
じ

く
旧
ソ
連
最
貧
国
グ
ル
ー
プ
の
キ
ル
ギ
ス
が
一
〇
七
五
ド
ル
で
あ
る
の

に
対
し
、
九
三
五
ド
ル
で
あ
る
（T

he W
orld Bank 2012

）。

＊
３	

正
式
名
称
は
第
二
〇
一
自
動
車
化
狙
撃
師
団
。
現
在
は
第
二
〇
一

軍
事
基
地
（
師
団
級
）
と
し
て
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
に
駐
留
す
る
ロ
シ
ア

陸
軍
の
軍
事
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

＊	

４	

『
コ
シ
ュ
・
バ
・
コ
シ
ュ
：
恋
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
』
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
よ
り
。

＊	

５	

一
方
で
、
同
師
団
は
じ
め
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
国
内
に
駐
留
中
で

あ
っ
た
ロ
シ
ア
軍
か
ら
の
武
器
の
流
出
が
内
戦
を
激
化
さ
せ
た
と
い
う

面
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

＊	

６	

二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
を
訪
れ
、
両
国
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
駐
留
を
二
〇
四
二
年
ま
で
延
長

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
（Erem

enko 2012

）。
ま
た
、
経
済
的
な
面

で
は
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
軍
装
備
・
技
術
の
近
代

化
の
た
め
に
二
億
ド
ル
が
ロ
シ
ア
か
ら
援
助
さ
れ
る
と
い
う
報
道
も

あ
っ
た（Карабеков

 и
 т

.д
 2012）

。

＊	

７	

ロ
シ
ア
以
外
の
旧
ソ
連
の
国
々
を
「
近
い
外
国
」
と
呼
ん
で
他
の

「
外
国
」
と
区
別
し
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
死
活
的
に
重
要
な
地
域
で
あ

る
か
ら
ロ
シ
ア
は
そ
こ
で
の
国
益
を
積
極
的
に
擁
護
す
る
と
し
た
。

◉
参
考
文
献

Erem
enko, A

lexey

（2012

）�Russia K
eeps T

ajik Base, Risking 
T

aliban Face-O
ff

�. R
IA

 N
ovosti

（O
ctober 5

）. http://en.rian.ru/
w

orld/20121005/176424262.htm
l

（
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
三
日
）。

Карабеков
, Кабай

, Елена
 Черненко

, Иван
 Сафронов

 , и
Сергей

 Строкань（
2012）К

иргизию
 и

 Тадж
икистан

вооружат
 российскими

 деньгами. Коммерсантъ（
6 ноября）.

困
り
ご
と
は
す
べ
て
キ
リ
ル
に
解
決
し
て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
村
人
た
ち
の
屈
折
し
た
気
持
ち
が
そ

こ
に
表
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
映
画
の
中
の
キ
リ
ル
は
、
地
雷
探

知
機
を
手
近
に
あ
る
材
料
だ
け
で
一
晩
で
作
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

ス
ー
パ
ー
マ
ン
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
急
こ
う
配

の
斜
面
に
貼
り
つ
く
よ
う
に
存
在
し
、
ラ
ジ
オ
の
電
波
も
満
足
に

入
っ
て
来
な
い
外
か
ら
閉
ざ
さ
れ
た
村
。
ロ
シ
ア
か
ら
来
た
た
っ
た

一
人
の
技
術
者
に
頼
ら
な
け
れ
ば
文
明
的
な
機
械
を
使
い
こ
な
せ
な

い
、
そ
ん
な
村
。
も
し
キ
リ
ル
が
い
な
く
な
っ
た
ら
こ
の
村
は
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

ソ
連
時
代
、
キ
リ
ル
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
か
ら
技
術
者
や
医
者
、
教

師
と
い
っ
た
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
各
共
和

国
に
駐
在
し
て
い
た
ロ
シ
ア
人
は
非
常
に
た
く
さ
ん
い
た
。
中
に
は

駐
在
が
長
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
家
族
を
呼
ん
で
定
住
す
る
者
も
あ
っ

た
。
ソ
連
が
崩
壊
し
た
あ
と
、
派
遣
さ
れ
て
い
た
技
術
者
等
の
専
門

家
の
多
く
は
ロ
シ
ア
に
引
き
揚
げ
て
行
っ
た
が
、
中
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
帰
国
で
き
な
い
ロ
シ
ア
人
や
ロ
シ
ア
人
家
族
も
多
か
っ

た
。
バ
ル
ト
三
国
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
独
立
し
た
新
し
い
共
和

国
の
政
策
に
よ
っ
て
は
、
彼
ら
は
居
住
国
の
国
籍
を
も
ら
う
た
め
の

条
件
を
満
た
せ
ず
、
無
国
籍
者
が
大
量
に
出
る
可
能
性
が
生
じ
た
。

そ
の
よ
う
な
人
道
的
危
機
に
、
ロ
シ
ア
は
、
ソ
連
の
国
籍
を
持
っ
て

い
た
人
に
は
希
望
す
れ
ば
ロ
シ
ア
の
国
籍
を
与
え
る
と
い
う
政
策
を

取
っ
て
対
処
し
、
ま
た
、
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
旧
ソ
連
諸
国
と
二

重
国
籍
条
項
を
備
え
た
条
約
を
結
ぼ
う
と
し
た
。
ロ
シ
ア
に
引
き
揚

げ
て
行
っ
た
人
々
の
中
に
は
、
も
と
の
家
に
戻
っ
て
家
族
と
幸
せ
な

余
生
を
過
ご
し
た
人
も
い
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
中
に
居
場
所
を
見
つ
け

ら
れ
ず
、
Ｕ
タ
ー
ン
せ
ざ
る
を
え
な
い
人
々
も
い
た
。

『
ト
ゥ
ル
ー
・
ヌ
ー
ン
』
は
、
あ
る
日
突
然
国
境
が
で
き
て
し

ま
っ
て
右
往
左
往
す
る
人
々
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
が
、
キ
リ
ル
を
キ
ー

と
し
て
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
、
残
留
ロ
シ
ア
人
と
ロ
ー
カ
ル
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の
関
係
に
思
い
を
は
せ
る
の
も
面
白
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

独
立
の
光
と
影

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
映
画
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
国
際
的
な
場
で
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。
日
本
で
も
東
京
フ
ィ
ル

メ
ッ
ク
ス
な
ど
が
ア
ジ
ア
の
映
画
を
掘
り
起
こ
す
役
割
を
積
極
的
に

担
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
日

本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
の
な
い
国
の
映
画
に
触
れ
る
機
会
が
で
き
る

こ
と
は
、
作
っ
た
側
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
我
々
日
本
に
と
っ
て
も

よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ソ
連
崩
壊
で
他
の
豊
か
な
地
域
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
非
常
に
貧
し

い
国
と
し
て
国
際
社
会
に
放
り
出
さ
れ
た
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
。
独
立
し

て
新
し
い
国
を
作
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
内
戦
が
勃
発
し
、
新
し
い

時
代
を
期
待
し
た
市
民
は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
口
の

一
％
を
失
っ
て
よ
う
や
く
内
戦
が
終
結
し
、
も
う
一
度
新
し
い
国
づ
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⑥
職
歴
…
…
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
「
人
間
の
安
全
保
障
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
助
手
、
東
京
大
学
教
養
学
部
・
特
任
講
師
、
東
京
大
学

教
養
学
部
・
特
任
准
教
授
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
（
現
地
調
査
、
三
か
月
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
政
策
決
定
者
や
外
務
官
僚
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
現
地

で
出
版
さ
れ
て
い
る
研
究
書
や
資
料
の
購
入
が
現
地
滞
在
時
の
主
な
活

動
で
あ
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
国
際
政
治
学
会
、
国
際
法
学
会
、
ロ
シ
ア
東
欧
学

会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
二
〇
〇
七
年
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
統
領
選
挙
。

選
挙
監
視
団
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
招
聘
）
の
一
員
と
し
て
参
加

し
、
こ
の
国
で
選
挙
制
度
が
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
、
市
民

が
（
ソ
連
時
代
と
違
う
）
選
挙
制
度
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
移
行
国
の
民
主
化
の
測
り
方
に
つ
い
て
考
察

を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
塩
川
伸
明
『
民
族
と
言
語
―
―
多
民
族
国
家
ソ
連
の
興

亡
Ⅰ
』『
国
家
の
構
築
と
解
体
―
―
多
民
族
国
家
ソ
連
の
興
亡
Ⅱ
』『
ロ

シ
ア
の
連
邦
制
と
民
族
問
題
―
―
多
民
族
国
家
ソ
連
の
興
亡
Ⅲ
』、
い

ず
れ
も
岩
波
書
店
、
Ⅰ
は
二
〇
〇
四
年
、
Ⅱ
お
よ
び
Ⅲ
は
二
〇
〇
七

年
。
三
巻
を
セ
ッ
ト
で
読
ん
で
ほ
し
い
。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
コ
ー
カ
サ
ス
の
虜
』（
原
題『Кавказский

Пленник

』、
セ
ル
ゲ
イ
・
ボ
ド
ロ
フ
監
督
、
一
九
九
六
年
、
ロ
シ
ア
）。

http://w
w

w
.kom

m
ersant.ru/doc/2060903

（
二
〇
一
二
年
一
二

月
一
三
日
）。

T
he W

orld Bank

（2012

）W
orld D

evelopm
ent Indicators. http://

data.w
orldbank.org/indicator/

（
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
三
日
）。

映
画
リ
ス
ト

『
井
戸
』…
…
①T

he W
ell

、
②
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
・
ウ
ス
モ
ノ
フ
、
③
二

〇
〇
〇
年
、
④
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
⑤
タ
ジ
ク
語
、
⑥
東
京
フ
ィ
ル
メ
ッ

ク
ス
（
二
〇
〇
〇
）。

『
コ
シ
ュ
・
バ
・
コ
シ
ュ
：
恋
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
』…
…
①

Кош
 ба

 Кош

／K
osh ba K

osh
、
②
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ル
・
フ
ド
イ
ナ

ザ
ー
ロ
フ
、
③
一
九
九
三
年
、
④
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ス
イ

ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
⑤
タ
ジ
ク
語
、
ロ
シ
ア
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一

九
九
四
）、
ビ
デ
オ
販
売
。

『
少
年
、
機
関
車
に
乗
る
』…
…
①Братан

〔
弟
〕、
②
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ル
・

フ
ド
イ
ナ
ザ
ー
ロ
フ
、
③
一
九
九
一
年
、
④
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
（
ソ
連
）、

⑤
ロ
シ
ア
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
九
三
）、
ビ
デ
オ
販
売
。

『
デ
ィ
ク
テ
ー
タ
ー　

身
元
不
明
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』…
…
①T

he 
D

ictator

、
②
ラ
リ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
、
③
二
〇
一
二
年
、
④
ア
メ
リ

カ
、
⑤
英
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
一
二
）。

『
天
国
へ
行
く
に
は
ま
ず
死
す
べ
し
』…
…
①Би

ҳишт
 фа

қат
 барои

мурдагон

／T
o Get to H

eaven, First Y
ou H

ave to D
ie

、
②

ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
・
ウ
ス
モ
ノ
フ
、
③
二
〇
〇
六
年
、
④
タ
ジ
キ
ス
タ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
⑤
ロ
シ
ア
語
、
タ
ジ
ク
語
、
⑥
東
京
フ
ィ
ル
メ
ッ
ク

ス
（
二
〇
〇
六
）。

『
ト
ゥ
ル
ー
・
ヌ
ー
ン
』…
…
①Q

iyam
i roz

／T
rue N

oon

、②
ノ
シ
ー

ル
・
サ
イ
ー
ド
フ
、
③
二
〇
〇
九
年
、
④
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
⑤
タ
ジ
ク

語
、
⑥
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
二
〇
〇

九
）、
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
一
〇
）。

『
蜂
の
飛
行
』…
…
①Parvozi zanbur

／T
he Flight of the Bee

、

②
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
・
ウ
ス
モ
ノ
フ
、
ミ
ン
・
ビ
ョ
ン
フ
ン
、
③
一
九
九

八
年
、
④
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
韓
国
、
⑤
タ
ジ
ク
語
、
⑥
東
京
フ
ィ
ル

メ
ッ
ク
ス
（
二
〇
〇
〇
）。

『
右
肩
の
天
使
』…
…
①Фариштаи

 китф
и

 рост

／A
ngel on the 

Right

、
②
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
・
ウ
ス
モ
ノ
フ
、
③
二
〇
〇
二
年
、
④
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
、
⑤
タ
ジ
ク
語
、
⑥
東
京
フ
ィ
ル
メ
ッ
ク
ス
（
二
〇
〇

二
）。

『
ル
ナ
・
パ
パ
』…
…
①Лунный

 Папа

／Luna Papa

、
②
バ
フ
テ
ィ

ヤ
ル
・
フ
ド
イ
ナ
ザ
ー
ロ
フ
、
③
一
九
九
九
年
、
④
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
日
本
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
⑤
ロ
シ
ア
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
一

九
九
九
）、
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
〇
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
岡
田
晃
枝
（
お
か
だ
・
て
る
え
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
・
特
任
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
広
島
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
国
際
政
治
、
旧
ソ
連
地
域
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
ロ
シ
ヤ
・
東
欧
語
学
科
、
東
京
大
学
大
学

院
総
合
文
化
研
究
科
・
修
士
課
程
（
国
際
社
会
科
学
専
攻
国
際
関
係
論

コ
ー
ス
）、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
博
士
課
程
（
国
際

社
会
科
学
専
攻
国
際
関
係
論
コ
ー
ス
）。

最
近
の
ア
ラ
ブ
映
画
研
究
の
進
展
は
目
覚
し
い
。
パ
リ
の
ア
ラ
ブ

世
界
研
究
所
な
ど
に
は
立
派
な
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
が
あ
る

し
、
ま
た
現
地
で
も
俳
優
や
作
品
の
一
覧
な
ど
映
画
名
鑑
の
類
の
出

版
も
目
立
っ
て
増
え
て
い
る
。
日
本
で
も
ア
ラ
ブ
映
画
研
究
の
博
士

論
文
を
書
こ
う
と
い
う
大
学
院
生
も
出
て
き
て
い
る
。
本
来
な
ら
本

稿
の
執
筆
も
筆
者
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
新
進
気
鋭
の
若
手
研
究
者

か
、
あ
る
い
は
、
も
し
存
命
で
あ
っ
た
な
ら
畏
友
、
故
高
野
晶
弘
さ

ん
（
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
研
究
者
、
二
〇
〇
四
年
六
月
没
）
に
お
願
い

す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
高
野
さ
ん
は
以
前
、
本
誌
の
刊
行

革命とセクハラ
――エジプト映画『678』をめぐって

長沢栄治

【エジプト】


